
ほ場診断に基づくネギ黒腐菌核病・ネダニ等の重要土壌病害虫の包括的防除技術の開発

〔研究タイプ〕
現場ニーズ対応型 Bタイプ

〔研究期間〕
平成２９年～令和元年（３年間）29020C

分 野 適応地域

農業－病害虫

近年、白ネギの土寄せ栽培において難防除土壌病害虫であるネギ黒腐菌核病およびネダニ類の発生被

害が全国的に深刻化してきているため、効果的な防除体系の確立を目的とする。このため、本病害虫にそれ

ぞれ有効な新規薬剤を２種類以上明らかにし効果的な薬剤防除体系を提案するとともに、薬剤防除の効果

を補完する耕種的防除技術として太陽熱や土壌改良資材等を利用した防除技術の開発を行い、関東・東

海・中国地域のネギ主要産地における新たな防除体系の確立を達成目標とする。

① ネギ黒腐菌核病の生育期防除体系（ピラジフルミドの定植時処理＋他系統剤の土寄せ時１～２回施用）
の構築をさらに進め、耕種的防除技術とともに総合防除技術マニュアルを作成する。

② 新開発プライマーを用いた診断技術について知的財産化の手続きを行うとともに、生産現場において本
病の発生初期を的確に把握し、迅速に適切な防除指導ができるよう指導機関等への普及を図る。

〔研究グループ〕
農研機構中央農業研究センター、埼玉県農業技術研究
センター、静岡県農林技術研究所、鳥取県園芸試験場、
横浜植木株式会社
〔研究総括者〕
農研機構中央農業研究センター 宮田 伸一

① ネギ黒腐菌核病が全国のネギ生産地の約１割のほ場で発生し、その減収率を１割と見積もると、新たな
防除技術によって減収を３割改善できれば、約５億円の生産額の向上が見込まれる。

② 本研究により開発された効率的な防除技術により土壌くん蒸剤の使用回数が低減でき、生産者の労力
的・経済的な負担の軽減と、都市近郊農地の環境負荷軽減につながる。
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１ 研究の目的・終了時達成目標

２ 研究の主要な成果

３ 開発した技術･成果の実用化・普及の実績及び今後の展開

４ 開発した技術・成果が普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

【今後の開発・普及目標】
① 2年後（2021年度）は、主要なネギ主産県へ総合防除マニュアルを普及予定。
② 5年後（2024年度）は、新たに登録される薬剤を加えた改良マニュアルの主要生産地域への普及を予定。
③ 最終的には、全国のネギ生産地域への普及により、秋冬ネギの安定生産を支える。
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① 伊代住浩幸他．プラスティックボトル内で行う模擬的な太陽熱土壌消毒によるネギ黒腐菌核病菌菌核の死滅条件
の検討．関西病虫害研究会報 62, 1-6 (2020)．

① ネギ黒腐菌核病の防除に有効な薬剤として６剤を新たに選抜した。うち２剤（ピラジフルミド、フルジオキソ
ニル）は適用拡大登録も済んでおり、秋冬ネギの生育期防除の薬剤選択肢が拡大した。

② 太陽熱土壌消毒による菌核不活化（７～８月における２週間の農ポリ被覆処理）や、罹病ネギ残さの付着
菌核不活化処理（残さを石灰窒素等と積層し６週間の農ポリ被覆処理）等、耕種的防除技術を開発した。

③ ネギ黒腐菌核病菌について、わが国で発生していたがこれまで検出できなかった病原菌株も高い精度で
検出できる診断用PCRプライマーを開発し、正確・迅速な診断技術を確立した。

④ ネダニ類に防除効果のある薬剤として３剤を新たに選抜し、ほ場での防除効果を確認した。また、寒冷期
おける２回程度の耕耘によってネダニ生存数を大幅に低減できることを明らかにした。
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研究終了時の達成目標

研究の主要な成果

実用化・普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

ネギ黒腐菌核病とネダニ類の発生被害低減、生育期薬剤防除技術と耕種的防除技術
を開発し、関東・東海・中国地域の主要ネギ産地における総合防除体系を確立する。

今後の展開方向

１．ネギ黒腐菌核病に防除効果のある薬剤として６剤を新たに選抜。うち２剤（ピラジフルミド、フルジ
オキソニル）は適用拡大登録済み。

→ 生育期薬剤防除（定植時や土寄せ時）の防除薬剤の選択肢が拡大。

秋冬ネギ栽培体系における生育期
防除（定植直後・ピラジフルミド、
土寄せ１回目・フルジオキソニ
ル）の効果。
出荷品質の向上により可販本数も
増加し、収量が大幅に改善。

２．夏季（７～８月）にネギ畑を２週間、農業用ポリエチレン（農ポリ）で
被覆すると土壌中の菌核が死滅する（太陽熱土壌消毒）。また、被
害ネギを石灰窒素等と積み重ね農ポリで被覆すると生分解が進み
６週間以内に付着していた菌核が死滅。

→ 太陽熱利用により、土壌くん蒸剤による土壌消毒回数を減らし、
経済的・労力的な負荷を軽減でき、また被害ネギからの感染拡大
を効率的に阻止。

太陽熱土壌消毒による菌核
の不活化（地下40cm部）

４．ネダニ類の発生ほ場を寒冷期に耕耘すると、土壌中のネダニ生存数が大幅に低減（２回以上の
耕耘で、その効果が持続）。

→ 耕種的防除技術として、これから適用拡大される薬剤と組み合わせた防除体系を構築可能。

３．新たなプライマーの開発により、既報の手法では検出できなかった
国内発生菌株も検出が可能。

→ 地下部のネギ盤茎・葉鞘に感染・発病するため発生初期の診断
が難しかったが、迅速な確定診断が可能に。

１．生育期薬剤防除体系と耕種的防除技術を組み合わせた総合防除体系をネギ主要生産地域を中
心に普及をめざす。

２．これから適用拡大登録される見込みの候補薬剤を本防除体系に取り込み、また、太陽熱土壌消毒
と土壌改良資材施用を組み合わせた生産性を回復する技術の開発をめざす。

これまでネギ黒腐菌核病の発生地では、土壌くん蒸剤を使用する必要があったが、本研究により開
発された効率的な防除技術により、薬剤による土壌消毒の頻度を減らすことができる。

これにより、生産者の労力的・経済的な負担が大幅に軽減されるだけでなく、都市近郊農地の環境
負荷の軽減に貢献できる。


